


ほとんどが一過性の感染ですので、免疫力で自然に排除されます。し
かし HPV に長期間持続感染されている場合、子宮頸がんになる可能
性がありますので、毎年のＨＰＶ検査をお勧めします。

HPV感染は病気ではなく、ほとんどは一過性で免疫力により自然に消
失しますが、まれに持続感染することがあり、子宮頸がんへの危険性
が高まります。HPV 検査を行い陽性判定が出た場合は、すみやかに婦
人科医療機関を受診してください。

現時点で子宮頸がんになるリスクは低いですが、毎年のＨＰＶ検査をお
勧めします。不正出血など気になる症状がある場合は、婦人科医療機
関を受診してください。
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HPV検査についてのQ＆A

医師による子宮頸部からの細胞採取を行
い、細胞の形を見て異常がないかを調べま
す。子宮頸がん検診として実施されている
方法です。異常な形態の細胞が見つかった
場合は、少し期間をあけて再度同じ検査を
おこなったり、すぐに精密検査を行ったり
します。

ＨＰＶ検査は子宮頸がんの原因となるＨＰＶ
（ヒトパピローマウイルス）感染の有無を調
べる検査です。自己採取ＨＰＶ検査はご自
身で専用ブラシを用いて膣から細胞を採取
しＨＰＶ感染の有無を調べます。【陽性（ウ
イルスに感染している）＝がん】ということ
ではありませんが、がんになりうるリスク
があるため、あらためて医療機関にて子宮
頸部細胞診検査を受けていただくことをお
勧めします。

検査
の
種類

医師が子宮頸部の
細胞を採取します。

子宮頸部細胞診検査　＜施設健診にて実施＞

ＨＰＶ検査（自己採取）　＜巡回健診にて実施＞


